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[指定管理者総合評価シート] 

指定管理者総合評価シート 

施設の概要 

施設名 

常総市児童クラブ（水海道小 A・B・C・D、三妻 A・B、大花羽、豊岡小 A・B、絹西

小 A・B・C、菅生小、岡田小 A・B・C、石下小 A・B・C、豊田小、飯沼小 A・B、

玉小） 

計11施設 ２3単位 

指定管理者 株式会社明日葉 

指定期間 ２０２３年度 ～ ２０２７年度 ２０２３年度分 

 

管理運営実績データ ※別紙資料と写真もご参照ください。 

項目 目標・計画等 実績 原因・指示・勧告等 

イベント 

〇工作 

①季節に合わせた工作

を、友人と楽しみなが

ら協力しあって取り組

むことで協調性を育

む。 

 

⓶子どもが親しみやす

いデザインや、制作手

順を簡略化すること

で、児童自ら意欲的に

参加しやすい環境作り

を行う。 

 

〇読み聞かせ 

・登場人物の感情や行

動を通じて、豊かな情

操の育成を図る。 

 

〇イベント 

・前年度と同様、外部

講師を招いてのイベン

トは最小限で実施。

2023年度は指導員手

動で企画、自身の趣味

や嗜好をイベント化

し、やりがいを見出

す。 

クラブ全体が一丸とな

るイベントを多数開催

し、昨年と同様、自社

職員講師によるイベン

トも開催。 

 

 

〇定期事業 172回 

（工作、読み聞かせ：2事業） 

※上記回数は工作のみで、読み聞

かせは基本的に毎日実施。 

 

〇特別事業 54回 

ドッジボール大会、リレー大会、

ボーリング大会、輪投げ大会、 

モルック大会、夏祭り、水風船、

ヨーヨー釣り大会、なぞなぞ大

会、ハロウィンイベント、凧揚

げ、ビンゴ大会、釣り大会、卒業

生を送る会、コープデリオンライ

ン見学、リーフスポーツ（バルー

ン、フリスビー等）：16事業 

 

〇恒例の「社内ぬりえコンテス

ト」に応募。作品を完成させた達

成感や、優秀作品入賞により自信

に繋げることができた。 

 

合計実施回数  226回 

合計実施事業数 18事業 

 

〇2024年度は、引き続き感染症

対策を維持しつつ、例年開催が厳

しかった外部講師を招いてのイベ

ントを開催したいと考えている。 

外部からの講師を招くことで、子

どもたちが児童クラブ特有の経験

をしながら充実した時間を過ごす

ための環境作りに努めていく。 
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支援員育成 

〇各クラブの施設長が

育成目標を定め、全職

員が同じ方向を見て運

営できるよう職員育成

をおこなう。 

 

〇社内大学制度を最大

限活用し、「日本の子

育てを支える人財の育

成」をスローガンとし

ながら、未経験からで

も指導員としての基礎

を学べる環境を整備す

る。 

 

〇総括責任者、常総事

務所職員が各クラブを

巡回し、適宜指導をお

こなう。 

〇「おやつ提供時の注意点」や

「怪我や危機管理」の研修を実施

し、児童の命を守るための知識を

学ぶ機会を設けた。結果として食

品事故や大きな怪我が発生するこ

ともなく、安全な児童クラブ運営

を行うことができた。リアルタイ

ムでの参加が出来なかった職員に

は録画形式で研修動画を視聴する

ことで参加率を高めた。 

 

〇総括責任者、常総事務所職員が

定期的にクラブを巡回し、業務に

関する指導や聞き取り調査をおこ

なった。業務の中で不安点や壁に

ぶつかった際は、解決に繋がるよ

う相談対応やヒアリングをおこな

った。 

 

〇全施設の責任者が参加する「月

例会議」にて怪我やトラブル事案

を共有し、全体で再発防止に努め

た。 

 

研修実施回数 22 回 

※研修内容に関しては「活動報告

書」内に記載。 

 

 

 

 

〇職員には地域の宝である子ども

たちをお預かりすることの重要性

と責任を伝え、常に自己研鑽に努

めることを求めている。子供たち

の心身の健やかな成長を促す場と

して適切な環境維持に努める。 

また、学生職員の卒業など、入れ

替わりがあった際にも利用者にご

心配をおかけしないよう、短期的

に指導員としての基礎知識を身に

着けられるよう育成をおこなう。 

 

アンケートの 

実施状況 

〇前年度と比較して、

児童クラブ利用者が増

加傾向にある。児童が

親と離れている間も、

今まで以上に安心して

過ごせる運営を目指

し、多様なご意見やご

要望を募るようにす

る。 

 

〇アンケートを紙媒体

からFormsによるオン

ライン対応に一本化す

る。回答の気軽さと、

匿名性、個人情報保護

の観点から安全性も高

く、利用者様の負担軽

減と多様な意見を収集

できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

〇児童クラブの活動ついて 

「よい」 91.4％ 

「よくない」 8.6％ 

 

〇指導員のお子さんへの指導や対

応について 

「よい」 92.5％  

「よくない」 7.5％ 

 

〇おやつの内容について 

「よい」 93.1％  

「よくない」 6.9％  など 

※11クラブ平均数値（％） 

〇現場職員の児童への適切な関わ

りや迅速な対応が、ご利用者様へ

の信頼感に繋がり今回も全体的に

高評価を得ることができた。 

また、各施設の課題を明確化する

貴重なご意見を頂いたことで、保

育の質の更なる向上を目指してい

きたい。 

 

〇おやつの内容について、約

90％以上の高評価を得ることが

できた。衛生管理を徹底し、アレ

ルギーや栄養面を都度考慮しなが

ら、今後も安全なおやつの提供を

継続していきたい。 

物価高騰もあり、提供するおやつ

の単価も上がっているが、満足度

の高いメニューを組めるよう創意

工夫をおこなう。 



3 

 

安全対策 

〇緊急時を想定した避

難訓練…「火災」「地

震」「水害」「不審者

対応」を想定した避難

訓練を毎月１回実施す

る。 

〇児童の危険予測、危

険回避能力を高められ

るよう様々なケースを

想定し、状況に応じた

適切な行動を考えさせ

るようにする。 

〇おやつ提供時に食品

の消費期限を児童も確

認することを徹底する

ことで、「食の安全」

に対する意識を高め、

食育に繋げる。 

〇いじめの根絶を目指

し、お互いの存在とよ

さ、様々な文化を認め

合える人間関係づくり

に取り組む。 

〇新型コロナウィルス

を含む感染症対策を強

化し、集団感染を防

ぐ。 

〇避難訓練…１３２回実施 

全児童クラブで、実態に応じた緊

急事態を想定し、避難訓練を毎月

１回実施した。「おかしもち」や

「いかのおすし」等の標語を周知

し、低学年の児童も理解できるよ

うに基礎知識を伝えた。実際の訓

練では、マンネリ化を防ぐため、

想定外の事態や条件を織り込むよ

うにした。 

〇食育の観点から、提供するおや

つの組み合わせや量を考慮すると

ともに、複数の中から自分で選択

する機会を提供することで楽しみ

を増やす。 

〇いじめ防止の取り組みは、予防

と適切な対応の両面からのアプロ

ーチが必要であるため、こども会

議の議題として主体的に考える場

を設け、ソーシャルスキルを高め

るために、「嬉しい言葉（ふわふ

わ言葉）」と「悲しい言葉（チク

チク言葉）」について教室に掲示

した。 

〇感染症対策として、不特定多数

が接触する箇所や玩具の消毒を徹

底した。発熱がある児童は、離れ

た場所で休養させ、蔓延防止に努

めた。 

〇常総市においては過去に水害で

大きな被害が出たことから、水害

の危険性がある児童クラブでは、

水害を想定した避難訓練に重点を

置いて実施した。災害は常に身近

に潜んでいることを理解できるよ

う、被災体験のある職員が実際の

状況を語る場を設けた。 

 

〇食品ロスを減らすために、「賞

味期限」と「消費期限」の違いを

理解させ、過度に敏感になり過ぎ

ないよう配慮したい。 

 

〇いじめ問題の解決には、早期発

見と早期対応が重要なため、学校

と情報共有を行い、連携して切れ

目のない見守りを続けていく。 

 

〇児童クラブが安心・安全な場所

となるよう、消毒・換気をはじめ

衛生管理を徹底して実施した。 

収支状況 

■予算額 

<収入>  

142,034,000円 

【内訳】 

指定管理料  

142,034,000円 

 

<支出> 

142,034,000円 

【内訳】 

人件費  

120,913,000円 

事業費 

9,041,000円 

管理費 

12,080,000円 

■決算額 

<収入>  

142,034,000円 

【内訳】 

指定管理料  

142,034,000円 

 

<支出>  

142,034,000円 

【内訳】 

人件費  

113,124,472円 

事業費  

8,746,815円 

管理費  

20,162,713円 

決算額について、予算額に対して

人件費は93.5％、事業費

96.7％、管理費166.9％となっ

ている。 

管理費の差異については、長年の

課題であった事務作業の効率化を

図るために、ＰＣ周辺機器を買い

揃えることで児童見守りの時間を

担保し、良質な保育を提供するこ

とができた。 

 

 

 

※管理運営実績データについては、枠の拡張又は別紙を可とする 
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１．実施体制に関する評価 

評価項目 評価基準 
指定管理者 

評 価 
施設所管課 

評 価 

施設管理 ① 協定書に従い、開館日や開館時間等を遵守しているか A A 

人員体制 

② 仕様書等に従った人員（人数、有資格者）を配置しているか B B 

③ スタッフのシフトは適正であるか B B 

④ 事業計画書に則した内容・頻度で教育・研修を実施しているか B B 

⑤ 勤務時間を開所時間の前後に必要となる時間を前提として設定し

ているか 
A A 

利用料金 ⑥ 利用者からの料金徴収や現金管理等が適切に実施されているか A A 

記録管理 
⑦ 業務日誌等を適切に作成・保管しているか A A 

⑧ 点検、修繕等の履歴を適切に作成・保管しているか A A 

報告書提出 ⑨ 協定書等で定められた事業計画書・報告書等は提出しているか B B 

法令遵守 ⑩ 関係法令等の規定を遵守し、適正な管理を行っているか B B 

個人情報保護 

⑪ 個人情報等の管理は適切か B B 

⑫ 個人情報保護に関する規定が整備されているか A A 

⑬ 情報漏洩を防止する仕組みや対応策が講じられているか B B 

情報公開 
⑭ 情報公開に関する規定が整備されているか B B 

⑮ 協定書等に従い、情報を適切に管理しているか B B 

【総括１】実施体制に関する評価 B 

指定管理者の

自己評価 

開館日・開館時間を遵守するために適切な職員配置や緊急事態を想定したバックアッププ

ランを準備することで、年間を通して定められるとおりの日時で児童受け入れをおこなう

ことができた。 

使用料の回収に関しては、令和2年度より「口座引き落とし」対応をおこなっており、料金

徴収も漸次安定化している。 

施設所管課の 

評価 

職員配置については余裕を持った配置がされており、安全な受け入れ態勢ができていたこ

とを評価する。 

利用料徴収事務についても概ね滞りなく処理されている。 

 

２．サービス等の内容や水準に関する評価 

評価項目 評価基準 
指定管理者 

評 価 
施設所管課 

評 価 

利用者対応 
① 施設の予約や利用等が、公平かつ適切に実施されているか A A 

② 言葉遣い、態度、服装等の接遇は適切であるか B B 

保護者 

との連携 

③ 各種連絡手段を活用して、児童の出欠席、遊びや生活の様子につ

いて保護者と情報共有しているか 
A A 

④ 保護者と信頼関係を築き、相談に適切に対応しているか A Ｂ 

⑤ 保護者との協力関係を構築しているか A A 

障がいのある

児童への対応 

⑥ 障がいのある児童の受入方を理解し、可能な限り受入に努めてい

るか 
A A 

⑦ 障がいのある児童の育成支援に当たっての留意点を理解し、育成

支援を行っているか 
A A 
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特に配慮を必

要とする児童

への対応 

⑧ 児童虐待の早期発見の努力義務があることを理解し、保護者の児

童虐待等が疑われる場合には、関係機関と連携し、適切に対応し

ているか 

B B 

⑨ 特別な支援が必要な児童には、関係機関と連携して適切に支援を

行っているか 
A A 

⑩ 特に配慮を必要とする児童への対応に当たっては、プライバシー

の保護や秘密保持に留意しているか 
A A 

市・学校及び関

係機関との連携 

⑪ 情報交換や情報共有等、市との連携を図っているか A A 

⑫ 情報交換や情報共有、学校施設の利用等、学校との連携を図って

いるか 
A A 

⑬ 情報交換や情報共有等、保育所・幼稚園等との連携を図っている

か 
A A 

⑭ 地域組織や児童に関わる関係機関等との連携を図っているか B B 

利用案内 

利用状況 

⑮ 利用方法をわかりやすく説明できる仕組みが構築されているか A A 

⑯ 施設の利用者数は市の期待(又は事業計画書に定めた目標)に沿っ

ているか 
B Ａ 

環境への配慮 
⑰ 省エネルギー、省資源等環境への配慮がなされているか（節電、

グリーン製品購入等） 
B B 

要望及び苦情

への対応 

⑱ 苦情や要望等に対し迅速かつ適切に対応しているか A A 

⑲ 苦情や要望等に対する処理体制は整えられているか B B 

利用者 

意見の反映 

⑳ 利用者からの意見や要望等について、可能なものは反映させる仕

組みはあるか 
A A 

維持管理 

㉑ 施設、設備の保守管理(点検・修繕)、定期清掃を計画的に実施し

ているか 
B B 

㉒ 日常の清掃、保安、警備は適切に実施しているか B B 

㉓ 台帳等の記録により備品が適切に保管されているか B B 

㉔ 市と指定管理者の備品が明確に区別されているか A A 

㉕ 必要な修繕を適切に行い、市に報告しているか A A 

【総括２】サービス等の内容や水準に関する評価 B 

指定管理者の

自己評価 

・特別な支援が必要な児童に対しては最善の支援をおこなうために保護者や関係機関と打

ち合わせを綿密におこなっている。日頃の様子や経過を報告するために都度ケース会議を

実施、具体的な支援方針を定めることで、適正な支援を実施しており、保護者からも感謝の

お言葉を頂戴している。 

・関係機関との連携としては常総市役所を介して学校や保育園等の関係機関とコンタクト

をとった。新入生入所前には保育園等とやり取りし、児童クラブ利用児童の特性把握とア

レルギー情報を確認することで、安全性を高めた受け入れをおこなうことができた。各小

学校とは適宜支援のために必要な情報共有をおこなうことで、心身の健全な育成を図るた

めの足掛かりとし、より利用者に寄り添った支援ができたと振り返る。 

・利用者からの意見をくみ取るために利用者満足度調査を定期開催。職員の対応面や各種

サービス（お弁当・おやつ・イベント内容）についてのヒアリングをおこない、改善点を炙

り出して誰もが利用したくなる施設とするために運営面を日々ブラッシュアップしてい

る。 

・児童クラブの利用方法はガイドブック兼ルールブックである「児童クラブのしおり」を配

布することで基本的な案内を周知。また、あらゆる相談窓口として市内児童クラブを管理

する常総事務所の連絡先を掲載、各種問い合わせをお受けすることで保護者の不安解消に

努めることができた。 
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施設所管課の 

評価 

小学校との連携を図り、早期の問題発見解決に取り組んでいただいた。また、アンケート結

果から見て取れるとおり、指導員に対する評価が概ね良好であることから、日ごろの受け

入れを通して、児童や保護者との信頼関係が築けていると推察する。 

支援員育成のための職員研修会を複数回実施し、資質向上に努めていることを評価する。 

 

３．施設及び設備、衛生管理及び安全対策に関する評価 

評価項目 評価基準 
指定管理者 

評 価 
施設所管課 

評 価 

衛生管理 
① 日常の衛生管理を適切に行うとともに、感染症の発生時における

対応方針を予め定めているか 
A A 

事故やケガの

防止と対応 
② 事故やケガを防止するための対策を講じるとともに、事故やケガ

発生時における対応方針を予め定めているか 
A A 

防災及び 

防犯対策 

③ 防災や防犯に備えた対策・訓練等を日ごろから行っており、災害

等の発生時における対応方針を予め定めているか 
B B 

来所及び帰宅

時の安全確保 
④ 関係者・関係機関と連携して、来所及び帰宅時に子どもの安全を

確保しているか 
A A 

【総括３】施設及び設備、衛生管理及び安全対策に関する評価 A 

指定管理者の

自己評価 

社内マニュアル「危機管理マニュアル」「応急処置対応マニュアル」「感染症対策ガイドラ

イン」を基盤とし、施設の環境に応じてケガ防止対応策を講じている。特に固定遊具などに

は身体能力を考慮した年齢制限を設けることでケガの発生率を下げる工夫をおこなう。 

様々な事象を想定した避難訓練を月に一回以上実施し、災害時の恐ろしさや命を守るため

の行動を児童に伝えることを目的としている。訓練時には避難時間の計測をおこない、概

ね目指す避難時間内での避難ができている。 

施設所管課の 

評価 

地域の実情に合わせた避難訓練等の実施や、職員に対する積極的な研修会の実施、各クラ

ブに緊急事態用の備品を配置するなど、安全な児童クラブ運営がなされるよう努めてい

る。 

 

4．収支等に関する評価 

評価項目 評価基準 
指定管理者 

評 価 
施設所管課 

評 価 

経理事務 

① 指定管理に関する経費と団体の経費を区別して、適正に管理して

いるか 
B B 

② 専用の口座、帳簿等を備え、適正に経理処理を行っているか A A 

③ 料金徴収、減免、還付の手続は適切に処理していたか A A 

予算執行 
④ 収支計画書に則し、適正に予算を執行していたか B B 

⑤ 収支計画と事業計画の整合はとれていたか B B 

予算削減 ⑥ 経費削減に向けた取組を積極的に実施したか Ｂ Ｂ 

【総括４】収支等に関する評価 B 

指定管理者の 

自己評価 

使用料の徴収について、滞納が発生した場合にも督促状の発行やご自宅までお伺いするこ

とで期日遅れはあるものの取りこぼしなく回収することができた。 

人件費と事業費に関しては概ね収支計画書に沿った運用ができたが、令和6年度以降はより

精度を高めて適切かつ妥当な予算執行に努める。 
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施設所管課の 

評価 

利用料金の徴収については若干の支払い遅れは見られたものの、概ね問題なく徴収できて

いたことを評価する。 

引き続き適切な予算執行をお願いしたい。 

 

【総合評価】 １～４の総括による総合評価 B 

 

第三者の意見 

●運営面について 

・安全対策がきちんとなされ、安全安心な場所になっている。これからも継続してほしい。 

・小学校との必要な情報の共有ができている。小学校の生徒指導主事との連携など、さら

なる双方向の連携を願いたい。 

・特別な支援が必要な児童の受け入れについては、ケース会議などを開き、全体で支援方

法を考え取り組んでいて、最善の支援を進めている様子に安心した。ケース会議に小学

校の特別支援コーディネーターの参加も含めて進めていければと考える。 

・おやつをえらべるようにするなどの工夫は、楽しみを増やすこととしてとても良い。 

・支援員育成の取り組みで、児童の命を守るための研修機会を設け、結果として事故や大

きな怪我が発生することもなく、安全な児童クラブ運営ができたという評価に安心し

た。 

・安全対策に「AED 設置」の検討をお願いしたい。 

・アレルギーと食についても、エピペン所持者の確認や対策も必要に応じて、措置を講じ

て欲しい。 

・管理、体制等の整備の拡充をお願いしたい。安心して児童をあずけられる体制がある事

で、保護者の就労状況の促進につなげる。その為にも、幼稚園・保育園・こども園との

連携も拡充させる。 

 

●指導員について 

・保護者からのアンケートについて、指導員の方々がしっかりと対応されている。 

・全体的に良好な支援・指導が行われていることが確認できた。 

・指導案も事細かに生活に添って立案され、理想的で感心した。 

 

●その他 

・子ども達が興味をもてる活動を行っていると感じた。 

・環境面での要望について、行政とも連携してできるだけ早期の改善をお願いしたい。児

童の安全安心が保護者の信頼につながる。 

・水海道小児童クラブの門の鍵について、防犯上、心配な点があると聞く。対策をしっか

り行って欲しい。 

・子を預ける側としては安全安心に過ごして欲しいと第一に思っている。 

・今後、時代や環境における学童のあり方は変動するものもあると思うので、気がかりで

ある。 

 


